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声の衛生
‐音声外科手術を受ける前に‐



音声外科（Phono-Surgery)

•１９７１年
 

スペイン語でVon Leden
•１９８０年

 
英語で一色

•音声改善を目的とした外科治療

•日本人が筆頭著者が約２０％
 

（PubMed）
•英文一流総合誌に多くの日本人編集委員

近年、著しくその需要が高まり、

日本人が世界をリードしている医学分野



音声外科

Phono-Surgeryは1960年ごろ提唱された。

音声障害を外科的に治し人間のQOLを改善。

音声外科の基本

１．全身状態の把握（脳、心・肺機能他すべて）

２．耳鼻咽喉科の他疾患の把握 (ことばの鎖)
３．生活環境、指導を含めた保存治療を試みる

４．手術

５．社会生活復帰後の管理

＊病態に勝つ勝負が可能。＊病態に勝つ勝負が可能。（待つ事が可能！）（待つ事が可能！）



音声外科手術の前に

１．全身状態の把握

２．耳鼻咽喉科や

感覚器in-put疾患の把握

３．声の衛生、発声の機序を含む

４．逆流性食道炎の生活指導

５．悪性の否定と脳血管障害の予防
（５．この場合がんのや脳血管障害の治療最優先！）

＊病態に勝つ勝負が可能。＊病態に勝つ勝負が可能。（待つ事が可能！）（待つ事が可能！）



音声障害の治療

１．生活指導

（声の衛生、GERDの予防）

２．薬物療法
 

（発声器官全体をとらえて）

３．音声訓練
 

（医師・言語聴覚士）

４．音声外科手術４．音声外科手術（１－３でだめなとき）

１）隆起性病変（LMS、摘出、蒸散他）

２）声門閉鎖不全（喉頭形成、移植術）

＊手術は低侵襲のもの内視鏡へ移行

手術の前に
自分で治す！
努力の意味有！



本人の注意
１．乾燥、埃に注意
２．無理な発声の禁止
３．大声を出さない
４．声の出にくい時は出さない
５．風邪の時は無理をしない

環境の注意
１．騒音環境
２．空気の悪い環境

ポイント
風邪を引いたら声を出さない！
無理な大声・発声を避ける！
相手の話をよく聞く！新

 
家庭の医学

 
時事通信

 
より

声帯振動は一秒間に100-300回
一秒声を出せば100から300回左右の

声帯がぶつかりあう！痛みは無い！

「声の衛生」  自分でできる、手術がうまくいく為の努力！
加湿が

エンジンオイル



胃-食道逆流（GER）の予防

新

 
家庭の医学

 
時事通信

 
より



胃-食道逆流の予防

新

 
家庭の医学

 
時事通信

 
より



保存療法

生活上の注意
 

＝
 

加湿！

うがいうがい。生活の節目に
マスクマスクをする。埃と加湿
掃除掃除をする。生活環境
飴をなめたら水を水を一杯のむ。
風邪の時は（禁入浴シャワー禁入浴シャワー）

補助機器
１．＊スチーム吸入器

２．加湿器
＊スチーム蒸気のもので
１００Vで作動。

定価：1万円（5-7千円）

薬物療法
消炎剤（炎症を取る）
耳・鼻などの機能改善

全身の機能改善
逆流性食道炎の治療薬
声帯への負担を減らす

mailto:tsunodakoichi@kankakuki.go.jp


音声障害の治療

１．生活指導
 

（声の衛生、GERDの予防）

２．薬物療法
 

（発声器官全体をとらえて）

３．音声訓練
 

（医師・言語聴覚士）

４．４．音声外科手術音声外科手術（１－３でだめなとき）

１）隆起性病変（LMS、摘出、蒸散他）

２）声門閉鎖不全（喉頭形成、移植術）

＊手術は低侵襲のもの内視鏡へ移行

手術の前に声の衛生で、自分で治せる可能性有！
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